
1



2

本日の決算説明会の内容：

1. 2015年3月期 第１四半期 業績

2. セグメント別業績概況

3. 財務状況について

4. 持株会社体制移行について

5. 2015年3月期業績予想

6. まとめ
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■第1四半期の連結業績結果

>>経済環境および当社事業を取り巻く事業環境は、当期決算短信２ページに記載の通り

>>第１四半期業績は、売上高は524億円、営業利益22億円、経常利益23億円、
四半期純利益15億円

>>前年同期比較：
・売上高は68億円減少（▲11.5％）

ＳＥでファウンドリーの投資が前四半期に集中した反動により減少
・利益は前年同期と同水準、営業利益率は改善

前年同期に比べ、売上の減少に加え、前期に実施していた緊急対応策の解除や
円安影響による人件費や研究開発費などの経費が増加した一方で、変動費率の
改善やたな卸資産評価損の減少などにより前年同期水準を維持
経常利益は前年同期比、若干増益であったが、子会社での税金費用の増加により、
四半期純利益は、前年同期に比べ減少

>>前四半期と比較： 売上、利益ともに減少
・売上は、主にＳＥの売上減少によるもの。加えて、ＭＰの第４四半期への

売上偏重による季節変動の影響
・利益面では、変動費率は改善しているが、売上の減少による減益要因は大きい

SE  = 半導体機器事業
FE  = FPD機器事業、
MP = メディアアンドプレシジョンテクノロジー事業

MT = 印刷関連機器事業
PE = プリント基板関連機器事業
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■売上高と営業利益の四半期推移グラフ

第１四半期は、変動費率の改善に加え、売上高が低いと想定をしていたため、
経費支出を遅らせ、固定費をコントロールしたことも営業利益率改善に貢献



5

■セグメント別受注高・受注残高の四半期推移グラフ

>>第１四半期の全社受注高：632億円
・第４四半期596億円比、36億円増加

>>SEセグメント：366億円
・第４四半期351億円比、14億円の増加

→ファウンドリーが堅調であったため、想定を上回った

>>FEセグメント：125億円
・第４四半期110億円比、14億円増加

→中国のTV向け大型パネル用装置の受注獲得で増加

>>全社第１四半期末受注残高： 893億円
・前第４四半期末784億円比、109億円増加
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■第1四半期の連結業績結果
>>売上高：351億円

・前年同期比：82億円減少
→地域別では、欧州、北米向けが増加。台湾、国内が減少
→製品別では、洗浄装置、コーターデベロッパーともに減少

・前四半期比：155億円減少
→地域的には、台湾が大幅に減少
→製品別には、洗浄装置、コーターデベロッパーともに減少

>>営業利益：29億円
・前年同期比、前四半期比ともに、変動費率が改善
・たな卸資産評価損の戻し入れも増益要因

>>事業環境：5月の自社予想と変わらず、WFE*でCY2014は、5～10％増加と見ている

*WFE＝前工程製造装置市場
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■ SEセグメントにおけるデバイス別受注比率

>>第１四半期実績
・ファウンドリーは、5月想定を上回り、高水準
・ロジックメーカーの動きは第４四半期に比べ減少したが、先端微細化投資

は継続
・メモリーは、DRAM、Flashともに、第４四半期に比べ減少

>>第２四半期見通し
・ファウンドリーは若干減少する予想であるが、一方、メモリー（ＮＡＮＤ）

が増加を見込み、全体としては、第１四半期に比べて増加を予想
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■第1四半期の連結業績結果

>>売上高は49億円。受注が低迷していた前期・前半の受注分が売上計上
前年同期に比べ、８億円増加（20.7％）。中国向け大型TVパネル用製造装置
が増加。前第４四半期に比べて▲５億円（▲10.1％）

>>営業利益は▲4億円に留まった。プロダクトミックスの影響と、固定費の増加
などにより、収益性は若干悪化

>>受注について： 前四半期から継続して、中国向け大型TVパネル用製造装置
（コータ-デベロッパー）が好調だった
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■FEセグメントのガラス基板サイズ別受注

>>第１四半期実績：
・中国向け大型TVパネル用製造装置（コーターデベロッパー）を

複数台を受注

>>第２四半期見通し：
・前四半期から続いた高水準の受注は、第２四半期、第３四半期は一服する見込み
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■第1四半期の連結業績結果

>>第１四半期の売上高：121億円
・前年同期比： MTビジネスでは、海外の売上が増加、5億円の増収

為替影響もあり、CTP、PODともに増加
・欧州は厳しい状況が継続するも、商談は増えつつある
・PEビジネス、直接描画装置が台湾で堅調

>>前四半期比の売上高：40億円の減収
・例年の業界トレンドどおり、第４四半期に売上が偏重傾向にあるため

>>事業環境：MTビジネス、CTPの国内入れ替え需要が継続
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2014年6月末 貸借対照表

■資産合計：2,220億円（前期末比102億円減少）
受取手形及び売掛金、現金及び預金、たな卸資産が減少

■負債合計：1,327億円（前期末比125億円減少）
支払手形及び買掛金が大幅に減少
有利子負債は413億円（３百万円減少）

■純資産合計：893億円（前期末比22億円増加）
配当金の支払いの一方で、四半期純利益の計上や退職給付に関する
会計基準の適用による利益剰余金の増加

■当期末の自己資本比率：40.0％ 前期末比2.8ポイント上昇
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キャッシュ・フロー

■営業活動によるキャッシュ・フロー
仕入債務の減少などの支出項目が、税金等調整前四半期純利益、
売上 債権の減少、たな卸資産の減少などの収入項目を上回り、
13億円の支出

■投資活動によるキャッシュ・フロー
研究開発設備等の有形固定資産を取得したことなどにより、
16億円の支出

■財務活動によるキャッシュ・フロー
配当金の支払いや借入金を返済したことなどにより、11億円の支出

■当第１四半期末における現金及び現金同等物残高：269億円
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第１四半期末有利子負債の推移

■有利子負債：413億円

■有利子負債から現金及び預金を除いた純有利子負債：115億円
前期末に比べて43億円増加



10月１日からの持株会社体制移行に際して、承継会社の社名、代表者、役員体制を
本日(8月5日）発表

社内でプロジェクトチームを組成し、移行準備を進めており、概ね予定通りに進捗中
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■2015年3月期業績予想について、

第１四半期においてＳＥ受注が想定を上回ったことなどにより
上期の業績予想を修正
下期に関しては変更なし。通期は上期分の修正を反映
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>>事業環境は、概ね期初想定どおりに進んでいる

>>足下の受注状況を鑑み、上期の業績予想を上方修正、下期予想は据え置き
→その背景は、SEの顧客であるファウンドリー各社が、

活発な設備投資計画を実行されているため

>>前期からの継続課題である変動費削減を中心に、収益構造改革は進行中
→上期中に、SEは変動費5ポイント改善を完遂予定

>>10月１日付、持株会社体制移行に向けた作業は、着実に進捗している
→持株会社化により、事業執行のスピードアップと独立採算の強化と収益力を

高めたい

以上、本日はありがとうございました。
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